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○
平
成
28
年
度
境
町
一
般
会
計

　
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

　
書
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
境
町
公
共
下
水

　
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越

　
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　
に
つ
い
て 報

　
告

平成29年度境町各種会計補正予算

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 106億3,029万5千円 1億348万2千円 107億3,377万7千円

特別会計

国民健康保険事業 36億9,400万円 △975万9千円 36億8,424万1千円

後期高齢者医療事業 4億2,470万円 △240万円 4億2,230万円

介護保険事業 18億4,170万円 1,331万円 18億5,501万円

公共下水道事業 9億3,400万円 △141万4千円 9億3,258万6千円

農業集落排水事業 2億2,570万円 24万円 2億2,594万円

専
決
処
分

平成29年 第2回定例会
５月２４日～５月２６日（３日間の会期）

全議案・原案可決

平成29年度境町一般会計補正予算（専決処分の承認）

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 104億9,700万円 1億3,329万5千円 106億3,029万5千円

平成28年度境町一般会計補正予算（専決処分の承認）

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 108億9,757万円 8千640万8千円 109億8,397万8千円

○
境
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て

　○
境
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

　
に
つ
い
て

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
取
得
す
る
財
産　

　
　

土
地

　

所
在
地　
　
　
　

　
　

境
町
字
不
二
東
８
５
４
番
４

　
　

他
５
筆

　

地
目　
　
　

　
　

畑　

他

　

地
積　
　
　

　
　

５
，
１
９
１
㎡

　

取
得
金
額　
　

　
　

６
２
，
８
１
１
，
０
０
０
円

　

契
約
の
相
手
方

　
　

古
河
市　
　

並
木　

広
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
事
業
名　

　
　

境
地
区
定
住
促
進
住
宅
整
備

　
　

事
業（
仮
称
）

　

契
約
の
目
的　

　
　

境
地
区
定
住
促
進
住
宅
整
備

　
　

事
業（
仮
称
）に
お
け
る
設
計
，

　
　

建
設
及
び
維
持
管
理
・
運
営

　
　

に
関
す
る
業
務

　

事
業
場
所　
　

　
　

境
町
字
不
二
東
８
５
４
番
地

　
　

４
他
５
筆

　

契
約

　
　

８
億
９
，９
９
８
万
３
，３
５
９
円

　

契
約
の
相
手
方　

　
　

境
町
蛇
池
（
株
）
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ

　
　

ス
ペ
シ
ャ
ル
タ
ウ
ン
ワ
ー
ク
ス

　
　

代
表
取
締
役　

新
井　
　

孝

補正予算関係
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発
　
議

○
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
境
町
大
字
猿
山
地
内
に
お
い
て
結
城

野
田
線
バ
イ
パ
ス
事
業
に
伴
っ
て
生
ず

る
旧
道
引
き
継
ぎ
に
あ
た
り
新
た
に
町

道
路
線
を
認
定
す
る
も
の
。

　

境
町
大
字
西
泉
田
・
大
字
山
崎
・
大

字
内
門
地
内
に
お
い
て
圏
央
道
事
業
に

伴
い
機
能
補
償
道
路
及
び
町
道
の
一
部

が
起
業
地
内
に
含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
新

た
に
町
道
路
線
を
認
定
す
る
も
の
。

猿山地区

町
道

１

−

２
５
号
線

７
０
３
４
号
線

内門地区 山崎地区 西泉田地区

町
道

７
０
１
５
・
７
０
２
０
・
７
０
２
５

７
０
３
０
号
線　

７
０
３
２
号
線
～
７
０
３
３
号
線

町
道

７
０
０
３
号
線
～
７
０
１
４
号
線

７
０
１
６
号
線
～
７
０
１
９
号
線

７
０
２
１
号
線
～
７
０
２
４
号
線

７
０
２
６
号
線
～
７
０
２
９
号
線

７
０
３
１
号
線

町
道

７
０
０
１
号
線
～
７
０
０
２
号
線

○
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
境
町
大
字
西
泉
田
・
大
字
山
崎
・
大

字
内
門
地
内
に
お
い
て
圏
央
道
事
業
に

伴
い
機
能
補
償
道
路
及
び
町
道
の
一
部

が
起
業
地
内
に
含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
起

点
・
終
点
が
変
更
さ
れ
る
た
め
町
道
路

線
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
。

町
道
２
ー
１
５
号
線

町
道

２
８
７
０
・
２
８
８
２
・
２
８
８
３

２
８
８
７
・
２
８
８
９
・
２
９
１
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

号
線

町
道

２
８
２
５
・
２
８
２
７
・
２
８
２
８

２
８
３
４
・
２
８
３
５
・
２
８
３
８

２
８
３
９
・
２
８
４
０
・
２
８
４
５

２
８
４
６
・
２
８
４
８
・
２
８
５
２

２
８
６
２
・
２
９
１
５
・
２
３
７
０

２
３
７
８
・
２
６
５
８
・
２
７
１
１

２
７
１
８
・
２
７
１
９
・
２
７
２
０

２
７
２
１
・
２
７
２
３
・
２
７
２
４

２
７
２
６
・
２
８
１
５
・
２
８
１
７号線

町
道

２
３
６
７
号
線

認
定
（
結
城
野
田
線
バ
イ
パ
ス
関
連
）

認
定
（
圏
央
道
関
連
）

変
更

○
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
境
町
大
字
山
崎
地
内
に
お
い
て
圏
央

道
事
業
に
伴
い
当
該
路
線
が
起
業
地
内

に
含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
町
道
路
線
を
廃

止
す
る
も
の
。

町
道

２
７
２
７
・
２
８
５
９
・
２
８
６
５号線

廃
止

○
境
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
境
町
議
会
第
４
回
定
例
会

に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
、
境
町
議
会
議

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
よ
る
議
員
定
数
削
減
に
伴
い
、
常
任

委
員
会
の
組
織
を
改
編
す
る
も
の
。

　

総
務
建
設
農
政
常
任
委
員
会
６
人

　
　

所
管
事
務
は
、
秘
書
公
室
、
総
務

　
　

部
、
建
設
農
政
部
、
会
計
課
及
び

　
　

農
業
委
員
会

　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
６
人

　
　

所
管
事
務
は
、
教
育
委
員
会
及
び

　
　

福
祉
部

　
　

に
改
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

３
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た

Q  

卒
業
後
、
本
町
に
定
住
し
な
く
て

も
利
用
で
き
る
よ
う
な
制
度
と
条
件
の

緩
和
を
し
て
は
ど
う
か
。

A  

教
育
費
に
関
し
て
は
、
現
在
、
英

語
教
育
と
給
食
費
の
負
担
軽
減
に
力
ら

を
入
れ
て
い
る
。
返
還
免
除
型
奨
学
金

に
つ
い
て
は
、
職
員
提
案
に
よ
る
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
制
度
で
あ
り
、
も
う

少
し
様
子
を
見
て
ほ
し
い
。　
　
　
　

　

（
町
長
）

返
還
免
除
型
奨
学
金
に
つ
い
て

議
席
4
番

櫻
井
　
実
　
議
員

伏木地区 山崎地区 西泉田地区内門地区

山崎地区
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◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

山
田　

正
樹

　

副
委
員
長　
　

青
木　

輝
明

　

委　
　

員　
　

斉
藤　

政
雄

　

委　
　

員　
　

内
海　

和
子

　

委　
　

員　
　

渡
邊　

昇

Q  

全
国
的
に
不
適
切
な
返
礼
品
が
あ

る
と
国
か
ら
の
自
粛
が
言
わ
れ
て
い
る
。

当
町
で
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

A  
返
礼
品
を
4
割
か
ら
3
割
に
、
自

転
車
も
サ
イ
ト
か
ら
取
り
下
げ
た
。
ま

た
ふ
る
さ
と
納
税
の
健
全
化
を
目
的
に

27
自
治
体
の
連
合
会
を
作
り
、
町
長
が

共
同
代
表
と
な
っ
て
い
る
。

（
秘
書
公
室
長
）

　

地
域
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
、
子
育
て
や
高
齢
者
の
福
祉
な
ど
使

い
道
を
考
え
る
。　
　
　
　

（
町
長
）

Q  

今
年
の
予
算
で
は
女
性
対
策
費
が

大
幅
に
増
え
て
い
る
。
今
年
度
の
事
業

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A  

推
進
委
員
会
の
創
意
で
計
画
さ
れ

た
も
の
で
、
Ｄ
Ｖ
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
講
演
会
、
参
加
型
セ
ミ
ナ
ー
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
出
前
事
業
な

ど
の
啓
発
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
総
務
部
長
）

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

議
席
12
番

内
海
　
和
子
　
議
員

Q  

私
も
推
進
委
員
の
一
人
と
し
て
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
案
を
出
し
て

い
る
。
ぜ
ひ
行
政
で
も
後
押
し
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

A  

委
員
全
員
が
共
通
理
解
で
き
る
よ

う
な
条
例
を
作
成
し
て
頂
け
れ
ば
、
町

は
全
面
的
に
応
援
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。 

（
町
長
）

Q  

最
近
境
町
各
所
で
残
土
が
盛
ら
れ

て
い
る
。
近
隣
市
町
で
残
土
条
例
の
強

化
が
さ
れ
て
い
る
が
、
当
町
で
は
ど
の

様
な
対
応
に
な
っ
て
い
る
か
。

A  

関
係
機
関
と
連
携
し
道
路
を
狭
め

る
な
ど
し
て
き
た
が
、
町
参
与
の
弁
護

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

残
土
条
例
に
つ
い
て

米
寿
の
お
祝
い
記
念
品
に
つ
い
て

Q  
例
年
お
祝
い
に
座
布
団
を
贈
ら
れ

て
い
る
が
、
記
念
品
を
選
択
制
に
し
て

は
、
ど
う
か
。
条
件
の
緩
和
を
し
て
は

ど
う
か
。

A  

米
寿
の
お
祝
い
記
念
品
の
座
布
団

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意
見
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
か
ら
意

見
を
聞
い
て
検
討
し
た
い
。

（
町
長
）

士
と
条
例
の
改
正
を
検
討
す
る
。

（
総
務
部
長
）

　

条
例
は
意
味
な
い
と
い
う
が
、
志

鳥
、
長
井
戸
、
下
砂
井
な
ど
か
ら
の
要

望
も
あ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
、
や
れ

る
こ
と
は
全
部
や
っ
て
、
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
る
と
い
う
い
み
で
、
条
例
設

置
に
む
け
て
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

（
町
長
）

Q  
圏
央
道
4
車
線
化
に
向
け
て
町
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A  
去
る
２
月
26
日
に
県
内
区
間
が
全

線
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
久
喜
白

岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ 
か
ら
境
古
河
Ｉ
Ｃ
の
４
月

の
1
日
平
均
の
交
通
量
は
、
約
２
４
，

３
０
０
台
と
開
通
前
と
比
較
し
て
約
2.4

倍
と
な
っ
て
お
り
、
休
日
を
中
心
に
渋

滞
が
生
じ
て
い
る
。
今
回
の
開
通
が
暫

圏
央
道
４
車
線
化
の
早
期
推
進

に
つ
い
て

議
席
10
番

田
山
　
文
雄
　
議
員

Q  

圏
央
道
の
交
通
量
の
増
加
に
伴
い

沿
線
の
騒
音
に
つ
い
て
の
対
策
に
つ
い

て
。

A  

全
線
開
通
に
伴
い
交
通
量
が
大
幅

に
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
行
政
懇
談
会

で
も
「
音
が
気
に
な
る
。」
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

境
古
河
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
や
近
隣
市

町
の
開
発
が
進
む
と
大
型
車
を
は
じ
め
、

交
通
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
、
４
車
線

化
の
際
に
は
、
防
音
壁
の
設
置
、
騒
音

対
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
国
や
ネ
ク
ス

コ
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

（
建
設
農
政
部
長
）

定
２
車
線
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
通
行

止
め
や
最
高
速
度
が
70
ｋ
ｍ
に
制
限
さ

れ
て
い
て
、
低
速
車
両
が
い
る
と
速
度

低
下
が
発
生
す
る
と
い
っ
た
走
行
性
の

課
題
も
あ
る
。

　

町
と
し
て
も
、
利
用
者
は
も
と
よ
り

沿
線
の
立
地
企
業
の
た
め
に
も
早
期
の

４
車
線
化
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
県

や
県
西
地
区
・
圏
央
道
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
と
連
携
し
国
や
ネ
ク
ス
コ
に
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

（
建
設
農
政
部
長
）
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